
専門日本語教育研究 第1号1999

総説

「専門日本語教育」研究に期待するもの
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1.は じめに

「専門日本語」という表現は、大阪大学における理

工系留学生対象の日本語教育に関する研究協議会にお

いて使用されてきたものであるが、厳密な定義適用範

囲は未だ明確になっていない。しかし、この協議会が

工学部からの要望で始まったこと、国立大学の留学生

の増加が社会科学系よりも理工系、農学系、医学系の

分野に多かったことなどから、これまでの 「専門日本

語」に関する研究・報告は理工系の分野のものが多い。

最近では社会科学系を扱ったものも見られるようにな

ってきた。

また、「専門日本語教育」という表現もまだ漠然とし

たものであり、共通概念とはなっていない。大学の専

門教員はこれを専門分野の指導の一環であるととらえ

ている人が多いようであるが、「専門日本語教育」に係

わっている目本語教員は、目本語教育の延長上にある

ものと理解している。本稿では、「専門日本語教育」を

専門(研究活動)の ための日本語教育と一応定義する。

現在のところ 「専門日本語」「専門日本語教育」はと

もにまだ漠然とした概念であるため、この分野に関す

る研究も目的、アプローチの方法は様々であり、明確

な展望がひらけている状態とは言えない。本稿では、

これまで筆者の目に触れた 「専門日本語」及び 「専門

日本語教育」研究の概要を紹介し、これからの研究に

期待するところを述べてみたい。

2.こ れまでの 『専門日本語教育』研究

1983年 に 日本語教育学会誌 『日本語教育』で 「専

門別の 日本語教育一科学 ・技術系学生にどう対応す る

か」 とい う特集が組まれている。 これは 日本の科学技

術を学ぶ留学生の増大に伴って需要が高まってきたJ

SP(Japanese for Specific Purposes)、 特に理工系

の留学生に対する日本語教育が問題 となってきたから

である。この特集では理工系の留学生および技術研修

生に対する日本語教育の現状、理工系専門教員(通 常

は日本人学生を対象としている)が 外国人学習者に基

礎科学を指導した際に体験 した日本語教育上の問題な

どが報告されている。それ以外に学習者(中 国人)の

聴解能力が低いこと、カタカナ専門用語が特に困難で

あること、専門用語の辞書作成が急務であることなど

が指摘されている。

専門日本語教育の実践、教材開発はこの特集以前か

ら国内外で行われていたと思われるが、その歴史は明

らかではない。この分野に関するものは『日本語教育』

以外に、様々な日本語教育機関で出されている紀要、

文部省等の助成金研究報告書などで発表されているも

のも多く、この分野の研究 ・報告の全体像をつかむの

は難しい。

専門日本語教育が日本語教育の1つ の分野として意

識されるようになってきたのはここ10～15年 であ

ると思われる。この間の研究 ・報告で入手できたもの

を分類するとほぼ次の3つ に大別できる。1つ 目は語

彙等の調査 ・分類、文章 ・談話構造等の分析。2つ 目

は教育方法 ・教材の開発、3つ 目はカリキュラム報告

である。

1つ 目の語彙等については、科学技術日本語教育で

対象 とすべき外来語(カ タカナ語)と 一般 日本語教育

における外来語との比較調査1)、経済学分野での漢字

使用頻度調査2)、電子工学分野の文献に出現する漢字

熟語の品詞と用法の頻度調査3)、農学系学術雑誌に使

用された語彙の品詞別使用頻度調査 の、経済の基本的

な専門語の特定および分類5)、文科系と理工系の講義

で使用された副詞 ・形容詞の比較分析6)などがある。

これらの研究は、専門分野に直接つながる効率的な語

彙教育を考える際、重要な基礎データとなるものであ

る。また、文章 ・談話構造については、講義およびセ



ミナーなど発話記録を分析したものとして、理科系と

文科系の講義の比較分析 の、理工系大学院セミナーで

の対話理解過程の分析8)などがある。仁科のはセミナー

での日本人教員と留学生の対話の中で起こったブレー

クダウンに焦点をあて、日本語能力別に分析結果を出

し、それに対応するための日本語教育で可能な指導法

を具体的に提案している。その他、専門分野の表現 ・

文章の分析には、科学技術文の中に多く現れる連体修

飾節の持つ形態 ・機能を分析することによって、科学

技術文の読解ス トラテジーを探る試み 鋤、工学系学術

論文に現れる 「と考えられる」の機能と意味を分析し

たもの10)、史学論文の序論部分を筆者のコミュニケー

ション上の意図の観点から分析したもの功などがある。

2つ 目の教育方法 ・教材の開発については、経済専

門用語の語彙指導法の提案12)、専門書読解能力を養成

する指導の実践報告および教材開発1の、専門読解を支

援するコンピュータシステム開発1の、論文作成をめざ

す作文指導の試み15)、専門につながる日本語教育プロ

グラムの提案16)などがある。チームティーチングの実

践報告17)では、専門日本語教育における専門教員と日

本語教師の協同指導は高い効果をあげると評価されて

いるが、指導上の視点の違い18)や役割分担、協同指導

体勢の確立 ・維持 など解決すべき問題が多いことが指

摘されている。

3つ 目のカリキュラムについては、MIT(米 国マ

サチューセッツ工科大学)に おける科学技術者のため

の上級日本語集中講座 勘、筑波大学における科学 ・技

術者のための日本語教育鋤、中国西安交通大学の科学

技術 日本語専門課程20、金沢工業大学における科学技

術基礎日本語短期プログラム22)などの報告がある。

以上にあげたものは、限られた日本語教育関係誌に

掲載されたものにすぎない。他に日本語教育学会の口

頭発表にも専門日本語の指導実践、教材の開発などの

報告が見られる。また、理工系の専門誌にも留学生の

日本語指導および専門日本語の問題点を指摘 した文章

も散見される。これらを 『専門日本語教育研究』で資

料として集積できれば、この分野の確立 ・発展がより

確実なものとなるであろう。

3、 これからの研究に期待するもの

3-1留 学生のための日本語教育研究

語彙(表 現 ・漢字等を含む)に ついては、どのよう

な語彙がどの程度の範囲内の分野で共通基礎専門語彙

であるかを明らかにするために、さらに多くの専門分

野で分析する必要がある。このようなデータが蓄積さ

れれば、初級から専門日本語を意識した教材の開発が

可能となる。また、同じ指導法を用いて、専門基礎語

彙 ・表現の研究結果に基づいて作成された新 しい教材

を使用した場合と一般 日本語教材を使用した場合を比

較評価することによって、教材の差異が学習におよぼ

した効果を明らかにすることができるであろう。

専門分野で日本語の文章を書く必要性を感 じている

留学生も多いが、現在は書く場合に参考となるいい辞

書が見当たらない。例えば、留学生の作文には1文 の

中の語彙のレベル(話 し言葉と書き言葉)が 統一され

ていないものがよく見られる。また、助詞の間違いも

多いが、調べる手だてがなく、専門教員の添削などか

ら情報を得て1つ1つ 覚えていくしかないのが現状で

ある。専門分野でよく使われる動詞、助詞相当語句、

接続詞、副詞、形容詞等、基礎学術用語の用法辞典の

開発が待たれる。この開発の基礎となる語彙 表現、

文型の分析およびデータの蓄積を多くの専門分野につ

いて行 う必要がある。留学生の作文には以上のような

1文 レベルの問題とともに文と文の結束性、談話構成

などの問題も多く見られる。専門の分野、特に理工系

では事実と評価 ・判断の記述が大部分を占め、その違

いを明確にすることが要求される。従来の目本語教育

で使用されてきた作文教材にはこのような期待に応え

られるものがいまのところ少ない。

作文教材を作成する際には、論文やレポー トその他

の学術的な文章の分析が必要となる。この分析は作文

の指導ばかりでなく読解の指導にも有用であると思わ

れる。

聴解能力は専門の講義 ・セミナーを理解する際の最

も重要な技能である。留学生は聴解の対象の中で講義

が最もむずかしいと言 う。それは専門用語の不足によ

る場合も多いが、長い独話を聞き取る能力が低いこと

も大きく影響 していると思われる。専門の講義の聞き

取 りを日本語教育として指導するためには様々な分野

の講義の分析が必要となる。専門語彙、表現、文型な



どの分析に留まらず、1回 の講義の中にどのような談

話の単位がみられるか、ある談話と他の談話がどのよ

うに関係し、どのように進んでいくかといったような

分析が必要である。この分析から日本語教育で言語技

能指導として扱える部分と専門分野の教員でなければ

指導できない部分が明らかになってくる可能性もある。

その過程で、専門を超えた講義聴解能力を養成するた

めにはどのような教材 ・指導法が有効であるかという

ことに関しても示唆が得られると期待される。

会話については 「セミナーや学会等での発表は準備

ができるが、質疑応答に困る」といった声が留学生、

指導教員双方から聞かれる。その理由の1つ はフォー

マルな会話ができないということである。これは専門

の分野に限られたものではないが、研究活動を行う上

で重要な言語能力であろう。専門の話題でフォーマリ

ティの違いを指導あるいは自習できる教材が期待され

ている。

専門日本語教育の研究は始まったばかりである。今

後、日本語教員による専門日本語指導、専門教員との

協同指導、専門教員による専門指導の一部 としての日

本語指導の試みが広い範囲で行われ、その成果が本誌

で報告されることを期待したい。

3-2専 門日本語の理想像の追及

留学生を対象とした専門日本語教育の目標は、母語

話者である日本人のレベルである。しかし、到達目標

である日本人の日本語使用能力が問題視されている。

理工系の分野では卒論、学位論文の添削およびプレゼ

ンテーションの指導が研究室単位で行われるのが慣習

となっている。この指導の様子(発 表練習)を ビデオ

で録画し調査 した結果によれば、扱われている中身は

研究室によって違うが、行われている指導はほとんど

が日本語の使用技術の指導である。しかし、現在のと

ころ専門教員の個人的な経験に基づいた指導がなされ

ており、情報伝達手段としてどのような日本語を理想

的なものとするかは教員によって様々である。個々の

専門教員が持っている指導技術を集約し、分析するこ

とで、研究結果を伝達する 「明解な専門日本語」のイ

メージおよび指導法が見えてくる可能性がある。これ

まではこのような専門日本語の理想像及び日本語の使

用技術の指導について、違う分野の専門教員あるいは

専門教員と日本語教員が議論する場がなかったと言え

る。留学生に対する専門日本語の指導の問題ばかりで

はなく、現在、専門教員が問題と感じている日本人学

生の書く技術、プレゼンテーションなどの話す技術の

問題点の分析、それに対する効果的な教材 ・指導法に

ついての議論をはじめとして、講義 ・セミナーでの教

員側(教 える側)の 話す技術に至るまで、専門分野に

おけるあらゆる日本語の使用技術に関する議論が本誌

で展開されることを望むものである。
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